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g-ch, 2-op. FM sound generator

(OPL II )

■ 概 要 OPLII (FM OPERATOR type-LII)は、コンピューターケーム機器、文字

多重放送機器等の音源として適合するLSIです。メロディ音色にFM音源を採

用し、またリズム音色は楽器の特徴を持った音源を内蔵しました。そして、こ

れらの音源をCPUからのソフトウェアでコントロールすることで、いろいろ

な音色を作成できます。

さらにビブラート、トレモロなどの効果を得るためにLFOを内蔵しており、

ソフトウェアの負荷をかるくしています。

尚、OPL IIは専用DAC YM3014と簡単にインターフェイスできます。

■ 特

TM

徴 *FM方式の音源を採用し、リアルなサウンドを作ることが可能

＊モード選択により9音同時発音あるいは、メロディー音6音・リズム音5責

の2つを切り換え可能。いずれの場合も異音色に出来ます。

＊ビブラート発振器／振幅変調発振器をともに内蔵

＊ 2 つ の プ ロ グ ラ マ ブル タ イ マ ー 内 蔵

＊複合正弦波音声合成が可能

＊入出力はTTLコンパチブル

*S i -ga te CMOS LS I

* 5 V 単 一 電 源

"mは､ヤマハの商標であり、YM3812 (OPL2 )とレジスタレベルでの互換性が保証きれる音源LSIであることを表します。

＊24ピンプラスチックDIP (YM3812)、または24ピンフ・ラスチックSOP (YM3812-F)
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■端子配置図

■ブロック図
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■端子機能

■機能概要

Ⅷ間川ハ

ソク("SY )

2 - 5 9

1 . ｡M

OPL I Iのマスタークロックです。入力周波数は3.58MHzです。

2．の SY ･ S H

FM音源のデジタル出力をアナログ値へ変換するD/Aコンバーターを駆動するためのクロ

と同期信号(SH)です。

3 . D O ～ D 7

8ビットの双方向性バスで、OPL IIとプロセッサ間のデータのやりとりをします。

4． C S ･ R D ・W R・ A O

DO～D7の双方向性バスをコントロールします。

5 . I R Q

2つのタイマーから出力される割り込み信号。プログラムによりマスク可能です。
-

6 . l C

低レベルの時システムリセットになります。レジスタアレーの内容がすべて蝋O〃になります。

7 . M O

FM音源のデジタル出力です。したがって外部にD/Aコンバーターが必要です。
8 . V C C

+ 5 V の電源端子

9 . G N D

接地端子

OPL IIは、メロディ9音同時発音あるいはメロディ6音・リズム5音同時発音の二つの発音モードを持

っています。そして、9音あるいは6音の音色をそれぞれ別の音色に設定して発音きせることが可能で

す。これらの操作は全てソフトウェアでコントロールできますので、ケーム機器、文字多重放送等のコ

ンピュータ応用機器の音源システムとして最適です。

CS  RD  WR  AO

０
 
１
 
０
 
１

０
 
０
 
１
 
１

１
 
１
 
０
 
０

０
 
０
 
０
 
０

OPL IIにレジスタのアドレスを書き込みます。
OPL I Iにレジスタの内容を書き込みます。
OPL I Iのステータスの内容を読み出します。
バスのデータは保証されません。

1 × × × DO～D7のパスラインは高インピーダンスです。
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2 -60

OPL IIにおけるFM方式では、9チャンネル2オペレータ方式で音色作成を行い、そのアルゴリズムは
次式で表す事が出来ます。

F1 = I｣ sintzj1t + I2 sindjzt      (1)

F2 = I] sin (fEI,t + Iz sin(u2t)          (2)

この場合、(1)式はサイン波を合成して音色作成を行い、(2)式ではサイン波がサイン波を変調する、いわ

ゆるFM変調を行うことになります。

リズム音色は、ノイズジェネレータと数種類の波形をミキシングする合成器で各リズム特有の音色力f作

成されます。発音可能なリズム音は、バスドラム(BD)、スネアドラム(S D)、ハイハット(HH )、トップ．

シンバル(TC )、ダム(TOM)の5種類です。

OPL IIの内部構成は、9つの機能ブロックで表すことが出来ます。各ブロックの機能は下記の通りです。

① レジスタアレー ：音色パラメータ、周波数情報等のFM演算のためのデータがセット

されます。OPL I Iのすべての機能は、このレジスタアレーにセット

されたデータによってコントロールされます。

②フェイズジェネレータ：オペレータの周波数(位相)情報発生回路です。レジスタに設定され

た周波数情報のデータに対応した位相データを発生して、オペレー

タの発音周波数を決定します。

③ エンベロープジェネレータ：音の時間的な変化(エンベロープ)を発生する回路です。レジスタデ

ータに対応してオペレータにエンベロープを与えます。

④ オペレータ : P Gから位相情報 (の t ) 、 E Gからエンベロープ情報 ( I ( t ) ) を受け取

り、Isin ajtの演算を行います。

⑤ アキュムレータ：オペレータの出力を、サンプリング時間毎(50KH z )に累秋加算して、

DACとインターフェイス可能なデータに変換します。

⑥ ビ ブ ラート／ ： ビ ブラートおよび振幅変調用 L F O で す。
振幅変調発振器 k

⑦ タ イ マー：長短 2 種 類の汎用タイマー。

⑧データパスコントロール
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■各レジスタの内容

Ⅷ間川ハ
一

A R 茎
R R

減 衰 音

A R

D R

S L

持 続 音

R R

2-61

ア ド レ ス

1 0 1
TEST憎報。通常は常に、0綴にしておきます。このとき波形はサインウエーブとなりYM3526とコン

パチとなります。サインウエーブ以外を選択するときはD5を雨1 ”とします。

2 0 2 タイマー1の時間セット。 80浬S - 2 0 . 4mS

3 0 3 タイマー2の時間セット。320ﾒ4S～82mS

4 0 4 タイマー1.2の動作をコントロールするとともに、インタラプト信号のり̅セットをします。

5 O B
CSMはCSM音声合成モード

NOTESELはF -Numbe rによるKeyboa rdSp l i tの切り換え

6 2 0 ～ 3 5

MULT Iは基本波と倍音の関係を制御します。

KSRはRATEのキースケール。

EG-TYPEは持続音･減衰音の切り換え。0＝減衰音 1＝持続音

VIBはビブラートのON/OFF。

AMは振幅変調のON/OFF。

7 4 0 ～ 5 5
TLはトータルレベルを与え、各音のレベルの調整をします。

KSLはレベルのキースケールです。

8 s o ～ 7 5
DRはDecay時の減衰の割り合いを与えます。

ARはAttack時の墹加の割り合いを与えます。

9 8 0 ～ 9 5
RRはRelease時/Sustain時の減褒の割り合いを与えます。

SLはDecayからSustainへの移行するレベルを与えます。

10 A O ～ B 8

F -Numbe rは各音の1オクターブ内のコードを与えます。

BI⑪ckは各音のオクターブ併報です。

KONは噸1 ”がその音が発音していることを表わします。

11 B D

リズム音のコントロールをします。対応する各ビットが、各リズムのON/OFFを与えます。

またRのビットが1の時リズム音モードです。

V IBDEPはビブラートの深さ。O＝7紗，1＝1 “

A M D E P は 握幅変調の深さ。 O ＝ 1 d B ， 1 ＝ 4 . 8 d B

12 C O ～ C s
FBはFeedbac kFMの帰還系数

CはS i n波合成とFM変調の切り換え

13 E O ～ F 5
WaveSelect信号。

アドレス＄01のD5が熟1〃のとき4穂類の波形がセレクトできます。
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■レジスタマップ
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■ステータスレジスタ
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L S IのTEST DA IA

D5はWave Select Enable

0 2 T I M E R - 1 T I M E R - 1 の D A I 猟
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T 1 T 2 一 S T 2 S T I I R QのRES E T / T IM ERのCONTROL

O B CSM SEL L一一一＝一一̅一 CSM音成合成モード/NoteSe l ec t

2 0

3 5

宝
く

酋
罠
ン

凸
浄
侶
’○
四

醒
め
醤

M U L T I AM/VIB/EG-TYPE/KSR/MUnIPLE

4 0

5 5

K S L T L K S L / T O T H L L E V E L

6 0

7 5

A R D R ( r T 汎 C K R A r E / D E C 師 R A r E
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０
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Ｏ
Ｂ
Ｃ
Ｃ F B C FE EDBACK /CONNECT I ON

Ｏ
 
５

Ｅ
 
Ｆ 四s Wave S e l e c t
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T 1 T 2 一 IRQ/FLAG(T1、T2）
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■電気的特性
1．絶対最大定格

2．推奨動作条件

3．直流特性（推奨動作条件下において）

Ⅷ間川ハ

4．交流特性(推奨動作条件下において、CL = 50pF)

’

2 - 6 3

１
１
１

１
１
１

定 格 値 単 位
端 子 砿 圧
動作周囲温鹿
保 存 温 度

-0 ‘ 3～7，0

0 ～ 7 0

- 5 0 ～ 1 2 5

Ｖ
 
℃
 
℃

項 目 記 号 最 小 標 準 最 大 単 位

電 源 電 圧
VCc

G N D

4．5

0

５
 
０

5．5

0

Ｖ
 
Ｖ

項 目 記 号 条 件 般 小 標 準 殿 大 単 位

入 力 高 レ ベ ル 電 圧 全 入 力 V I H 2 . 0 V

入 力 低 レ ベ ル 電 圧 全 入 力 V I L 0 . 8 V

入 力 リ ー ク 電 流
- -

ゆM･WR･RD･AO I L I V I ＝ 0 ～ 5 V - 1 0 10 " 企 且

出 力 リ ー ク 芯 流 DC～D7,/IRQ ILO V I ＝ 0 ～ 5 V - 1 0 10 が ｡ 且

出 力 研 レ ベ ル 耐 圧
■■■■■■■■■■■■■■■■■
IRQを除く出力

VOH1 I OH1＝0.4mA 2．4 V

VOH 2 I oH2＝40"A 3．3 V

出力低レベル電圧 全出 力 V O L I O L ＝ 2 . 0 , A 0 . 4 V

プ ル ア ッ プ 抵 抗
- -

IC､CS R U 80 400 k Q

入 力 容 趾 全 入 力 C I 10 pF

出 力 容 斌 全 出 力 C O 10 p F

電 源 電 流 I C C 30 ､A

項 目 記 号 条 件 峨 小 標 準 最 大 単 位

入力 ク ロ ッ ク 周波数 のM fc 図 A - 1 2．0 3．58 4．0 MHz

入 力 ク ロ ッ ク デュ ー テ イ 妙M 、 40 50 60 ％

入力クロ､ソク立ち上り時間 のM tCR 図 A - 1 n s

入力クロック立ち下り時間 のM t C F 図 A - 1 、 5

アドレスセットアップ時間 A O tA S 図 A - 2 、 図 A - 3 10 n s

ア ド レ ス ホ ー ル ド 時 間 AO tAH 図 A - 2 、 図 A - 3 20 n s

チ ッ プ セ レ ク ト ラ イ ト 輻 C S t C SW 図 A - 2 100 n s

チ ッ プ セ レ ク ト リ ー ド 輻 C S t C S R 図 A - 3 200 n s

ラ イ ト パ ル ス ラ イ ト 幅 W R tWW 図 A - 2 100 n s

ライトデータセットアップ時間 DO～D7 tWDS 図 A - 2 20 n s

ライトデータホールド時間 D O ～ D 7 tWDH 図 A - 2 30 n s

リ ー ド パ ル ス 幅 両フ tRW 図 A - 3 200 n s

リードデータアクセス時間 D O ～ D 7 t A C C 図 A - 3 200 n s

リードデータホールド時間 D C ～ D 7 tRDH 図 A - 3 10 n s

アウトプット立ち上り時間
①SY t O R l 図 A - 4 100 n s

M O ･ S H tOR2 図 A - 5 150 n s

アウトプット立ち下 I ) 時間
のSY tOF1 図 A - 4 100 m S

M O ･ S H tOF2 図 A - 5 150 n s

' ノセ ッ ト パ ル ス 幅
一
I C t l CW 図 A - 6 80/fc S
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■タイミング図（タイミングの設定はV IH =2.0V, VIL =O.BVを基準とする｡）

tCR

図 A - i ク ロ ッ ク タ イ ミ ン グ

A o

-
C S

-
W R

tAs

YM381 2

DO～D7

tc sw

t w w

tAH

図 A - 2 ラ イ トタイミンク

Ao司卜

twDS

一
C S

-
R D

twDH，

D O ～ D 7

（派）

tCSW,  tWW, tWDHはCS. WR

のいずれかがH ighレベルになっ
た時を雌雛とする。

/ _

図A - 3 リ ー ドタイミンク

2 - 6 4

（縦）

tAccは、で百,FDの避くLow

レベルになるのがJ牒郡です。

tCSR,  tRW,  tRDHは石百.REの
いずれかかH ighレベルに章った
畔を雄準とする。
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図A-4 ゆMとのSY

WAV E S E L E C T

アドレス＄のlのD5=､0"の時は、YM3526 (OPL)とコンパチビリティがあり、OPL IIとOPLの差はあ

りません。この時Sin波を入力すると、出力は入力したSin波がそのまま出力されます。

アドレス＄のlのD5=､ 1〃とした時は表III - 10のように、入力Sin波は、歪んだ形で出力されます。

Ⅷ関川凡

I

一 一 一 一

図A-5 のMとSH･ MO

I C W ー

$ E O ～ $ F 5

図 A - 6 リ セ ッ ト パ ル ス

表ⅡI-10  WAVE SELECT

2 - 6 5

D 7 D 5 D 5 D 4 D 3 D狸 Dl DO

／ 蝋：
D1 DC 波 形

0 0
r，

Lノ

0 1
r、

1 0
rV̅、

1 1
/|／’
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■パッケージ外形図
●YM381 2

ノッチまたは1ピンインデックスマーク
N ◎ t c h o r l - p i n i 画 画 晒 r k

2 4 1 3

●YM3812-F
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